


























































































































































































































































































































































































































































































































には、諸天使の種別化という観点と同一種に ける の多数化という二つの観点を考慮する必要が 。　
最後に、天使の種問題に関して最低限共有するべき歴史的
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23）	Pini, “T


















































































































































































































































ini, Vrin, 1981, 106–7; 
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Studies 10.2 (1950): 153–54.
（
26）	 ヴ
ィ
ヴ
ェ
ス
版
で
は
お
そ
ら
く
誤
植
に
よ
り︽
incredibilius ︾
と
真
逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
が、
リ
ヨ
ン
版（
五
三
ａ
）
に
従
っ
て︽
credibilius ︾
と
読
む。
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ス
版
の
誤
植
に
つ
い
て
は、
﹃
諸
法
に
つ
い
て
﹄
の
抄
訳
を
公刊している山辺建も言及している
：
フランシスコ
・
スアレス、
﹁法
律についての、
そして立法者たる神についての論究﹂
、
山辺建＝訳、
55 ???????????????????
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
＝
編
訳・
監
修、
﹃
中
世
思
想
原
典
集
成
二
〇
　
近世のスコラ学﹄
、平凡社、二〇〇〇年、六九四頁。
（
27）	 同
じ
傾
向
は
既
に
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
に
も
見
ら
れ
る。
詳
し
く
は
次
を
見
よ：
石
田
隆
太、
﹁
ト
マ
ス・
ア
ク
ィ
ナ
ス﹃
定
期
討
論
集
　
霊
的
被
造
物
に
つ
い
て
﹄
第
八
項
 試
訳
﹂、﹃
宗
教
学・
比
較
思
想
学
論
集
﹄、
第
一
八
号、
二〇一七年、九七～九八頁、註二六。
（
28）	 本稿は、
ＪＳＰＳ科研費一七Ｊ〇〇一三六および一八Ｋ一二一九一
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る。
ま
た、
慶
應
義
塾
大
学
の
小
沢
隆
之
か
ら
草稿に対する有益な助言を得たことに対して感謝したい。
（いしだ・りゅうた
　
日本学術振興会特別研究員ＰＤ／
　
慶應義塾大学文学部）
